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第２７回平成２１年１１月臨時会会議録（第１号）

招集年月日 平成２１年１１月２０日

開閉会日時 午前９時３０分 開会 ～ 午前１１時０１分 閉会

招集の場所 与謝野町議会会議場

１．出席議員

１番 野 村 生 八 １０番 糸 井 満 雄

２番 畠 山 伸 枝 １１番 勢 旗 毅

３番 上 山 光 正 １２番 多 田 正 成

４番 廣 野 安 樹 １３番 今 田 博 文

５番 小 林 庸 夫 １４番 谷 口 忠 弘

６番 家 城 功 １５番 赤 松 孝 一

７番 伊 藤 幸 男 １７番 有 吉 正

８番 浪 江 郁 雄 １８番 森 本 敏 軌

９番 井 田 義 之

２．欠席議員（１名）

１６番 服 部 博 和

３．職務のため議場に出席した者

議会事務局長 奥野 稔 書 記 河邊 恵

４．地方自治法第１２１条の規定により、説明のため出席した者

町 長 太田 貴美 代表監査委員 足立 正人

副 町 長 堀口 卓也 教 育 長 垣中 均

総 務 課 長 大下 修 教育委員長 白杉 直久

企画財政課長 吉田 伸吾 商工観光課長 太田 明

岩滝地域振興課長 藤原 清隆 農 林 課 長 浪江 学

野田川地域振興課長 宇野 準一 教育推進課長 土田 清司

加悦地域振興課長 和田 茂 教 育 次 長 鈴木 雅之

税 務 課 長 日高 勝典 下水道課長 西村 良久

住民環境課長 永島 洋視 水道課長補佐 山添 雅男

会 計 室 長 金谷 肇 保 健 課 長 泉谷 貞行

建 設 課 長 西原 正樹 福 祉 課 長 佐賀 義之
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５．議事日程

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定について

日程第３ 議案第１４５号 専決処分の承認を求めることについて

（平成２１年度与謝野町一般会計補正予算（第６号））

（提案理由説明～表決）

日程第４ 議案第１４６号 与謝野町特別職の職員の給与及び報酬等に関する条例及び与謝野町教

育委員会教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の

一部改正について

（提案理由説明～表決）

日程第５ 発委第 ４号 与謝野町特別職の職員の給与及び報酬等に関する条例の一部改正につ

いて

（提案理由説明～表決）

日程第６ 議案第１４７号 与謝野町職員の給与に関する条例の一部改正について

（提案理由説明～表決）

日程第７ 議案第１４８号 平成２１年度与謝野町一般会計補正予算（第７号）

（提案理由説明～表決）
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６．議事の経過

（開会 午前９時３０分）

議 長（森本敏軌） おはようございます。

ただいまの出席議員は１７人であります。定足数に達しておりますので、これより第２７回平

成２１年１１月臨時会を開会し、本日の会議を開きます。

ここで会議に先立ち一言ごあいさつ申し上げます。本年も早１１月も後半に差しかかってまい

りました。にぎわいを見せました各地域の文化祭など、イベントも、ほとんども終わりまして、

秋も一段と深まり晩秋から冬の季節へ変わろうとしております。日ごとに寒さが増してきました。

また、新型インフルエンザも小・中学校への感染が懸念されるなど、あわただしくなってまいり

ました本日、第２７回平成２１年１１月臨時会が招集されご参集いただき、まことにありがとう

ございます。ご苦労さまでございます。

本臨時会、緊急を要する付議事件として審議いただきます。本日は議会外の日程も予定をされ

ておりまして、スムーズな議事運営にご協力をいただきますよう、よろしくお願い申し上げご審

議いただきますようにお願いを申し上げます。

以上、開会に当たりましてのごあいさつとさせていただきます。

ここで町長から発言も申し出でありますので、受けたいと思います。

太田町長。

町 長（太田貴美） 皆さん、おはようございます。

先ほど議長からもございましたように、急に寒くなってまいりました。昨日も、この丹後管内

で、残念なことに新型インフルエンザの感染によりまして女性の方が亡くなられたというふうな

ことで、本当に厳しい状況になってきております。若干ご報告がてらお話しさせていただきたい

というふうに思いますが、小学生で９７名、中学生で１７名、岩滝幼稚園で３名、そして、保育

所関係で１１名、総計で１２８名の子供たちがインフルエンザに感染しております。幸い重症化

には至っておりませんが、非常に全国に、そうしたことが広がっているということで、今まで以

上に感染しないような、それぞれが日常のうがい、あるいは手洗いを徹底してやらなければとい

うふうに思っているところでございます。本日も議案、お世話になります中に専決では新型イン

フルエンザ、また、職員の給与等に関しますこと、そして、補正では災害復旧にかかわります予

算ということでお世話になりますが、時間も昼から予定がございます。それを、間を抜いた格好

で、また、引き続きさせていただくこというふうなことで変則的な形になっておりますけれども、

どうかひとつよろしくお願いいたします。

議 長（森本敏軌） なお、本日、服部議員から欠席の届けが出ておりますし、また、吉田水道課長か

ら欠席の届けが出ており、代理として山添課長補佐に出席をいただいておりますので、以上、ご

報告を申し上げます。

本日の会議は、お手元に配付しております議事日程に従い進めたいと思います。

ご報告いたします。お手元に配付しておりますように本臨時会に提出されております議案は、

議案第１４５号 専決処分の承認を求めることについて、平成２１年度与謝野町一般会計補正予

算（第６号）ほか４件であります。以上、５件を上程します。

次に、日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。
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会議規則第１１６条の規定により、３番、上山光正議員、４番、廣野安樹議員、以上２名にお

願いすることにします。

次に、日程第２ 会期の決定についてを議題とします。

お諮りします。本臨時会の会期は、本日１日限りとしたいと思いますが、これにご異議ありま

せんか。

（「異議なし」の声あり）

議 長（森本敏軌） ご異議なしと認めます。

よって、本臨時例会の会期は、本日１日限りと決定しました。

次に、日程第３ 議案第１４５号 専決処分の承認を求めることについて（平成２１年度与謝

野町一般会計補正予算（第６号）を議題とします。

提案理由の説明を求めます。

太田町長。

町 長（太田貴美） 議案第１４５号 平成２１年度与謝野町一般会計補正予算（第６号）について、

ご説明申し上げます。

今回の補正は、１１月２日付で専決処分を行い、２，６７０万円を追加し、総額を１１６億

５，５９５万４，０００円といたしたものでございます。内容は１０月下旬から優先順位に従っ

て、新型インフルエンザのワクチン接種が始まりましたが、優先接種者のうち低所得者につきま

しては、接種費用を全額無料することとなりましたので、その必要な予算を追加させていただい

たものでございます。

それでは、まず歳出についてご説明申し上げます。１２、１３ページをお開き願います。第

４款衛生費、第２目予防費は新型インフルエンザ予防接種事業を追加し、総額で２，６８５万

８，０００円追加いたしております。第１１節需用費は接種案内のパンフレットを作成するため

の経費を６万８，０００円追加いたしております。第１２節役務費は接種案内のパンフレットの

新聞折り込み手数料を５万２，０００円、国保連合会への接種費用、審査支払い手数料を２５万

８，０００円追加いたしております。第１９節負補交は、今回の無料接種に伴い国保連合会によ

りますシステムの改修が必要となり、その負担金として４万６，０００円を追加いたしておりま

す。第２０節扶助費は新型インフルエンザ予防接種助成金を２，６３８万４，０００円追加いた

しております。これは低所得者の方に対する軽減措置を市町村が行うもので、町民税非課税等の

世帯の方は町への申請により無料接種券が交付され、医療機関に提示することにより負担なしで

接種を行うことができます。この費用の支払い事務は診療報酬と同様に国保連合会を介して行い、

減免した接種費用については国が２分の１、府が４分の１、残りの４分の１を町が負担いたしま

す。第１２款予備費は１０万８，０００円減額し、調整いたしております。

以上が歳出でございます。

次に、歳入について、ご説明申し上げます。１０ページ、１１ページをお開き願います。第

９款地方交付税で普通交付税を７００万円追加いたしております。第１４款府支出金、第３目衛

生費府補助金は新型インフルエンザワクチン接種助成費臨時補助金を１，９７０万円追加いたし

ております。これは歳出でご説明しました新型インフルエンザ予防接種助成金の国及び府の負担

分となる補助金でございます。
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以上が、平成２１年度与謝野町一般会計補正予算（第６号）の概要でございます。よろしくご

審議の上、ご承認いただきますようお願い申し上げます。

議 長（森本敏軌） これより質疑に入ります。

質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

議 長（森本敏軌） 質疑なしと認め、これにて質疑を終結します。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

議 長（森本敏軌） 討論なしと認め、これにて討論を終結します。

これより議案第１４５号を採決します。

本案を承認することに賛成議員の起立を求めます。

（賛成者起立）

議 長（森本敏軌） 起立全員であります。

よって、議案第１４５号 専決処分の承認を求めることについて、平成２１年度与謝野町一般

会計補正予算（第６号）は承認することに決定しました。

次に、日程第４ 議案第１４６号 与謝野町特別職の職員の給与及び報酬等に関する条例及び

与謝野町教育委員会教育長の給与、勤務時間、その他の勤務条件に関する条例の一部改正につい

てを議題とします。

提案理由の説明を求めます。

太田町長。

町 長（太田貴美） 議案第１４６号 与謝野町特別職の職員の給与及び報酬等に関する条例及び与謝

野町教育委員会教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部改正について、提

案理由のご説明を申し上げます。

今回の一部改正につきましては、去る８月１１日に国会と内閣に対して報告された人事院勧告

に基づきまして町長、副町長及び教育長に対して、ことし１２月に支給する期末手当の額を暫定

的に減額するため、このようにご提案を申し上げました。今回の人事院勧告は、昨年来の世界的

な金融危機に端を発した景気の急速な悪化によりまして、民間ボーナスにおける、昨年８月から

ことし７月までの支給額が大幅に引き下げられる中で、本町の特別職等が準用します国の指定職

職員について、１２月の支給割合を現行の１．７５カ月から１．６５カ月にマイナス０．１カ月

減額するものでしたので、与謝野町特別職の職員の給与及び報酬に関する条例の第５条第２項で、

この勧告どおりの支給割合に改めた上で、ことしの６月の期末手当と同様に、もともとの支給割

合は一般職と異なるものの、少なくとも一般職と同等の割合０．１５カ月分を減額すべきものと

の考えから、特例的に各条例の附則において、ことし１２月の支給割合を現行の１．７５カ月か

ら０．１５カ月減額し、１．６５カ月とするものでございます。

この減額措置により、今年度の支給割合は６月減額とあわせ、現行の支給割合から０．３５カ

月減の３．０カ月となります。国の指定職が３．１カ月でございますので、これと比べても

０．１カ月の減額となるものでございます。
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以上、よろしくご審議いただき、ご承認賜りますようお願い申し上げます。

議 長（森本敏軌） これより質疑に入ります。

質疑ありませんか。

伊藤議員。

７ 番（伊藤幸男） それでは、職員等の給与に関する条例の一部改正について、若干質問をさせてい

ただきたいと思っています。

まず、初めに、このラスパイレスですね、これについて伺いたいと思っています。

議 長（森本敏軌） 質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

議 長（森本敏軌） 質疑なしと認め、これにて質疑を終結します。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

議 長（森本敏軌） 討論なしと認め、これにて討論を終結します。

これより議案第１４６号を採決します。

本案について、原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（賛成者起立）

議 長（森本敏軌） 起立全員であります。

よって、議案第１４６号 与謝野町特別職の職員の給与及び報酬等に関する条例、及び与謝野

町教育委員会教育長の給与、勤務時間、その他の勤務条件に関する条例の一部改正については、

原案のとおり可決することに決定しました。

次に、日程第５ 発委第４号 与謝野町特別職の職員の給与及び報酬等に関する条例の一部改

正についてを議題とします。

事務局に議案を朗読させます。

事務局長（奥野 稔） それでは、議長の命により事務局から朗読をいたします。

発委第４号 平成２１年１１月２０日、与謝野町議会議長 森本敏軌様、提出者 与謝野町議

会運営委員会委員長 井田義之。

与謝野町特別職の職員の給与及び報酬等に関する条例の一部改正について、上記の議案を別紙

のとおり地方自治法第１０９条の２第５項の規定により、準用する同法第１０９条第７項及び与

謝野町議会会議規則第１３条第３項の規定により提出します。以上でございます。

議 長（森本敏軌） 提案議員の提案理由の説明を求めます。

井田委員長。

井田議会運営委員長（井田義之） 皆さん、おはようございます。

それでは、先ほど町長の方から提案がありました、町長部局の三役とは別に、我々議会の期末

手当のカットの提案理由について、説明をさせていただきたいというふうに思います。

先ほど町長からありましたとおり人事院勧告に基づきまして、我々も一定の期末手当のカット

をしようということで、過日、議会運営委員会で協議をしていただきました。議会運営委員会に

は会派の代表の方が全員お集まりでございますので、その中で会派の意見も入れながら、いろい
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ろと本日の提案とは別の意見もありましたけれども、一応、人事院勧告どおり０．２５％カット

をするということで決定をいたして、本日の提案とさせていただきます。文章的には、先ほど町

長の提案にもありました、いろいろと難しい条文はありますけれども、０．２５％のうち

０．２％については６月にカットをしておりますので、今回につきましては０．０５％のカット

ということで、皆さん方の賛同を得たいというふうに思います。以上で提案説明とさせていただ

きます。

すみません。パーセントではなしに、カ月でございますので、０．２５カ月、０．０５カ月と

いうことでありますので、訂正をして賛同を得たいというふうに思います。

議 長（森本敏軌） これより質疑に入ります。

質疑ありませんか。

小林議員。

５ 番（小林庸夫） ちょっと一言お尋ねしたいと思います。

議会運営委員会で、今、委員長の申されましたような形でまとめましたようなことをお聞きし

たんでございますが、委員会では、どういうようなご意見が委員の方々から出たものか、ちょっ

と詳しくお聞きしたいと思います。

議 長（森本敏軌） 井田委員長。

井田議会運営委員長（井田義之） 今回、職員の方々の０．３５カ月というところまで、この社会情勢の

カットすべきではないかなという意見もありましたが、大体最終的には多数決でもって一応、議

員の意思決定ということにさせていただきました。これにつきましては、我々も、いわゆる報酬

カット、５％の報酬カットをずっと続けておりますので、その上に従って人事院勧告どおりにや

るのが一番妥当だろうという意見であったと。どなたから出たということは申し上げませんけれ

ども、そういう意見もあったというふうに報告をさせていただきます。

議 長（森本敏軌） 小林議員。

５ 番（小林庸夫） 私も与謝野クラブの多田議員からいろいろと、こういった一部始終を承ったこと

でございますが、いうなれば、いろいろな考え方もあろうかと思いますけれども、私も、例えば、

こういう議会に参画させていただいて、いわゆる理事者側にも、あるいは職員の方々にも、やは

り厳しいことも申し上げたりして、いわゆる町の今後の財政というんですか、そういった運営の

ことも申し上げておるわけでございますけれども、非常に厳しいというのは、ちょっと容易なら

ん環境になりつつある中にある状況でございます。これは一与謝野町だけで、どうこうできるよ

うな環境ではございません。国を挙げての世界的な、経済的な流れの中での日本の置かれている

立場、政権もかわり、非常にどうなるだろうと、切った張った舞台劇場を見せてもらっておるん

ですが、半年後には予算の決定して、やはり各自治体にも、そういう波及効果というんですか、

よかれあしかれ出てくる現状の中で、非常に与謝野町の財政なんかも見ましても厳しい、借金に

しても、かなりございますし、それから、町民にしても、いわゆるこれといった活況なる状況で

もないですし、税も、ごらんのように滞納は年々ふえておるというような中で、本当に私たち議

員に対する町民の目線も非常に厳しいものがございます。これはもう、私の耳に直接そういうこ

とをおっしゃる方もございますし、理事者側は０．１５掛けるというような形で、そういう形で

可決されたわけでございますけれども、できたら、いわゆる理事者側に準ずる形が、私はベター
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ではないかと思っておって、ちょっと委員会の模様をお尋ねしたいという形で、今お尋ねしたよ

うなことでございますけれども、非常に、きのうも、・・・丹工のやる着物会、京都でやってお

るんですが、非常にお客さんも少のうございましたし、それから、いろいろ京都の方ともお話を

聞いておりましても、とにかく売れへんと、これは西陣の方ともお話ししたんですが、そういう

ような状況になっていっていまして、これは着物ばかりではなしに、ほかの分野にも、ちょうど

お昼で産業会館の角っこでも、もう弁当屋さんが店を持ってきておられるというような中で、

３８０円で売っております。そのぐらいのデフレの流れは拍車がかかっておるという中で、国を

挙げて、国内を挙げて、そういうような環境になっている中で、果たして議員としても、やはり

町の職員、理事者側とあわせてまちづくりのために、まにあわんながらもさせてもらっておる中

で、やはりいろいろな若い人の、いわゆる手を挙げる、こういうところに参画させていただくよ

うなこともできないとかいう意見も聞きますけれども、真剣にやはり、かつてない環境にあると

いうことは、やはり認識した上での活動が町民の方々にも訴える面もあるんではないかと思って

おりまして、ちょっと私は、そういう意見を申し上げたいと思っております。

議 長（森本敏軌） 井田委員長。

井田議会運営委員長（井田義之） 議運の中で、そこまで掘り下げた意見というのは、あまり議論は戦わ

せておりませんが、それまでに、私は各会派の代表の方に、それぞれの会派の意見をまとめてお

いてくださいというお願いをしました。そこでは、いろいろな意見がかわされたのではないかな

というふうに予測をしております。そういう中で、先ほども言いましたように会派代表の方に集

まっていただいて決定をさせていただいたと、これは私は全議員の意見だというふうに理解をい

たしております。

それから、当日には、まだ、よその自治体の議員報酬のことが何もわかりませんでした。きょ

うわかった結果を報告させていただきますと、大山崎町、それから井手町、宇治田原町、笠置町、

南山城村、そして、我が町が一緒、年間通して３．１カ月ということで決定をされておられます。

そういう意味で、これ以上もありませんし、それから、今、決まっていないところも、まだ、

多々ありますので、ここらがどういう動きをされるかわかりませんけれども、小林議員の言われ

る世界情勢の厳しさも十分、我々としては理解しながら、こういう数字を決定させていただいた

というふうに、私は思っておりますので、その趣旨を踏まえて、できれば賛同を願いたいという

ことでございます。

議 長（森本敏軌） ほかに質疑ありませんか。

多田議員。

１ ２ 番（多田正成） それでは、委員長に質問をさせていただきます。私も議会の運営委員会に出席を

させていただいている一人ですので、委員長に大変申しわけなく思うんですけれども、あの席で、

先ほども言われましたけれども、会派でまとめてという意見でありましたけれども、あの場で、

議運の場で私もまとまっておりませんと、それぞれの意見でありますということで会派の代表か

らは、お話は聞きましたということを言いまして、私も今、小林議員が言われましたように、今

の社会情勢が大変厳しい、民間の目線がそんな目線ではないということでありますけれども、行

革委員会の答申によりまして５年間で２０億円の削減を求められておりまして、今、理事者の方

も５年間に分けて２億７，５００万円、２０年度については２億７，５００万円、２１年度につ
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いては２億７，８００万円という中で、ことしの行革委員会の中でも出ておりましたけれども、

２億５，８００万円ということで、１年間の到達をしておりません。そういった観点から、２億

５，８００万円の中の１億２，０００万円ほどが人件費の削減、それが一番効果的に削減策の一

部であろうというふうに、私は思っておりますけれども、そうして理事者の方も一生懸命２０億

円に向かってされておるときに、０．０５％の人事院勧告のもとに、それに従わず、０．１％上

乗せをして０．１５％の削減策を打ち出されております。その中で議員が０．１５％、人事院勧

告のとおりというのは、いささか私も今の厳しさの中で議員がみずからが、そのことを打ち出し

て、そして、職員さんにも無理を言って削減策に向けていこうということであります。私は、そ

ういうふうに思いまして、理事者どおりの０．１５％にするべきではないかなというふうに思っ

ております。その辺は委員長は、どういうふうにお考えでしょうか。

議 長（森本敏軌） 井田委員長。

井田議会運営委員長（井田義之） 今、多田議員が言われたように、議運の中で、そういう意見は聞かせ

ていただきました。だけど多田議員ご承知のように議運の中で、議運の皆さんの意見を集約をし

て、本日、こういう提案をしますということで多田議員も了解をいただき、それの、私が提案者

になるということも、そこで理解していただいたというふうに私は思っております。だから、も

し多田議員が、そういう考え方でということであれば、私は反対討論でもしていただいてもいい

のかなと、ただ、議運のメンバーということでありますので、その辺は、どういうような判断さ

れるかは別にいたしまして、私は一応、議運の結果をもって提案をさせていただいておるという

ことでご理解を願いたいというふうに思いますし、先ほども言いましたように、小林議員からの

質問にも言いましたように、社会情勢の厳しさは厳しさですし、我々としては５％のカット、そ

して、人事院勧告どおり０．２５カ月ということの決定を議運でしたということでご理解がいた

だきたいというふうに思います。

議 長（森本敏軌） 多田議員。

１ ２ 番（多田正成） この２０億円の削減策の中で非常に理事者も努力していただいております。

２１年度も、そうして２億７，８００万円、２２年度からは４億何ぼという削減策の目標を立て

ておられます。倍以上であります、そんな中で改めていかんなん、今１００億円ほどの一般会計

ですけれども、行革委員会の方も、今は特例債があるから１００億円ぐらいの予算になるけれど

も、やはり８０億円から９０億円ぐらいな、２万４，０００人の人口では世帯になるだろうとい

うふうに思っておられまして、やはりそういう厳しさを持って議運の運営をしていただきたいと、

委員長にお願いするんですけれども、委員長は、その辺はどういうふうにお考えでしょうか。

議 長（森本敏軌） 井田委員長。

井田議会運営委員長（井田義之） 同じようなことになろうと思いますけれども、一応、先ほど言いまし

た、今５％カットが、報酬の５％カットが年間で幾らになるかというのはちょっと今、局長とも

聞いておったんですけれども、はっきりした数字は今のところ言えません。ただ、期末手当、そ

れから６月の手当、合わせて１００万円ほどのカットになろうというふうに思います、

２．０５カ月で、そういう意味では、私は議運で決めていただいた数字が妥当であろうというこ

とで提案をしておりますし、それで、あとどういう運営の方法をとるかということについては、

当然、皆さんの意見を聞きながら、その中で最大多数の意見を持って議運の決定としていきたい
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と、その方針で議会運営委員会は運営していきたいなというふうに思っております。

１ ２ 番（多田正成） 終わります。

議 長（森本敏軌） ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

議 長（森本敏軌） 質疑なしと認め、これにて質疑を終結します。

井田委員長、自席へお帰りください。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

議 長（森本敏軌） 討論なしと認め、これにて討論を終結します。

これより発委第４号を採決します。

本案について、原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（賛成者起立）

議 長（森本敏軌） 起立多数であります。

よって、発委第４号 与謝野町特別職の職員の給与及び報酬等に関する条例の一部改正につい

ては、原案のとおり可決することに決定しました。

次に、日程第６ 議案第１４７号 与謝野町職員の給与に関する条例の一部改正についてを議

題とします。

提案理由の説明を求めます。

太田町長。

町 長（太田貴美） 議案第１４７号 与謝野町職員の給与に関する条例の一部改正について、提案理

由のご説明を申し上げます。

今回の一部改正につきましては、去る８月１１日に国会と内閣に対して報告された人事院勧告

に基づきまして、本町職員の期末手当、及び勤勉手当について所要の改正をお願いするものでご

ざいます。

今回の人事院勧告は、民間事業所の個人別給与を調査した結果、官民格差が、率にして

０．２２％ということで、国おいては、ことし４月から１１月までの給料と住居手当、６月の期

末勤勉手当について、ことし１２月に支給する期末勤勉手当から減額調整する措置を講じること

としておりますが、本町職員については、昨年４月から一般職の給与を一律３％カットする抑制

措置を実施しており、国の調整率を大幅に下回っていることから、ことしの１２月の期末勤勉手

当は国の勧告どおり減額して支給しますものの、住居手当のうち新築、または、購入後、５年間

に限って支給する手当の廃止は、来年１月から給料表の改正と労働基本法の改正に伴う時間外勤

務の支給割合の改正等は、来年４月からの実施として、このたび職員組合と合意に至りましたの

で、このようにご提案を申し上げた次第でございます。

今回の臨時会では、以上の一部改正のうち期末勤勉手当の支給にかかる改正内容をご提案申し

上げました。一般の職員についての改正概要をご説明申し上げますと、１２月の期末手当につい

ては、現行の１００分の１６０を１００分の１５０に、また、勤勉手当につきましては、現行の

１００分の７５を、１００分の７０に、それぞれ改めることで、年間の支給割合は６月の支給分
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と合わせて４．１５カ月となるものでございます。以上、よろしくご審議いただき、ご承認いた

だきますようお願い申し上げます。

議 長（森本敏軌） これより質疑に入ります。

質疑ありませんか。

伊藤議員。

７ 番（伊藤幸男） それでは、質問をさせていただきたいと思っています。

今回の具体的な改正項目について、どうこうというのは直接的にはございませんが、これにか

かわって、この経過にかかわって、認識を確認しておきたいと思いますので、ご了解いただきた

いと思っています。

まず、初めにラスパイレスの指数について、伺っておきたいと思っております。私は、このラ

スパイレスというのは、国家公務員に対する地方公務員の比較というか、そういう・・・一般的

には言われておりますが、私としては必ずしも、それを正確な反映した数字を出すものだという

ふうに思っておりませんで、そういうこともあって、まず、第１点目の質問は本町のラスパイレ

ス指数はどうなっているかという点目お伺いしておきたいと思っています。府下の位置もわかっ

たら、京都府下の順位ですね。わかったら教えていただきたいと思っています。

議 長（森本敏軌） 大下総務課長。

総務課長（大下 修） 伊藤議員、お尋ねのラスパイレス指数でございますが、現在、公表されておりま

すのは２０年４月１日現在の指数でございまして、２１年４月１日につきましては、昨年までで

したら１２月の後半に発表される予定となっております。

それで２０年４月１日の与謝野町のラスパイレス指数は９１．２でございます。ちなみに京都

府内の市町村の平均は９４．９でございまして、府内の町村の平均は９２．８でございます。以

上でございます。

議 長（森本敏軌） 伊藤議員。

７ 番（伊藤幸男） 今、お話にあったように決して全体の京都府下の中でも高い水準でなくて、低い

方から数えた方がいいということで、私が調べたところ、下から６番目、順位からすれば２１番

ないし２２番クラスということで、非常に低い位置にしています。そのことは、まず置いておい

て、その次に今、国も府も、もちろんことしの、本年度の４月の、課長が答弁されたように公表

はしておりませんですね。独自に私どもも調べさせていただきました。それによると、こういう、

これは試算値ですから、若干ずれがあるかと思いますが、財政が厳しい宮津市では９１．２、伊

根町が９０．７、与謝野町が８９．７になると思います。京丹波町が８８．９、笠置町が

８３．６、このようになるんではないかというふうに私どもは考えておりまして、これでいくと、

下から３番目ぐらいになりますか、３、４番目だろうと思うんです。２４位か２５位というよう

な状況になるではないかと思っています。これはちょっと今、申し上げた試算値ですから、この

ことを踏まえて、次の質問に移りたいと思っています。

職員というのは、まちづくりの上で極めて重要な役割を果たすというふうに、私は考えており

まして、この点で、合併してから、この間の議会の議論の中で町長も基本的にご理解をいただい

て、その認識を共有できたというふうに、私は考えています。まさに職員集団というのは、まち

づくりの中核的な推進力だというふうに思っておりまして、この点で町長の、まず認識を、再度、
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確認をしておきたいと思っています。

議 長（森本敏軌） 太田町長。

町 長（太田貴美） そのとおりだというふうに思っておりますし、職員の働きがなければ町のいろい

ろな施策というものは、進めていくことはできないということで、おっしゃるとおりだというふ

うに考えております。

議 長（森本敏軌） 伊藤議員。

７ 番（伊藤幸男） 次の質問に移りたいと思っています。先ほどから質疑がありましたように、

１００年に一度と言われている世界的な経済金融不況というもとで、日本経済も大変になって、

全国の地方経済も本当に厳しい事態になっています。とりわけ本町の場合は、町民所得も非常に

低いということから加速度的に、その効果といいますか、悪影響が響いているのではないかとい

うふうに、私自身もとらえております。ご存じのように旧政権のもとで不況対策が行われていま

したが、どうも効果がいまいちの状況のようでして、非常に、その厳しさがあらわれているとい

うふうに思っています。そこで非常に、かつてない地域経済の厳しいもとで地域の雇用をつくり

出す､雇用の促進という課題といいますか、問題が非常に行政的な大変重要な課題になってきて

いるというふうに、この間の、いろいろな施策を見ても、国民的な世論を見ても感じています。

このことは住民が、その住民が暮らしていけるような収入が保障されるということだけでなくて、

地域内で、そうした住民の消費拡大が強く求められているということが大事だと思っているんで

す。ここが非常に大事な点だと思っているんですね。

以前に町長に、これも伺ったんですが、職員に、町内でものを買う、町内業者からものを買う

ように、こういう点の職員に対する要請といいますか、協力要請なんかもすべきではないかとい

う趣旨の質問をさせていただいたことがあります。この点で、現時点で町長の思いを再度、確認

をしておきたいと思っています。

議 長（森本敏軌） 太田町長。

町 長（太田貴美） そうした考え方について、職員等も把握をした中で、いろいろな物品の購入につ

きましても、また、入札の方法につきましても、できるだけ町内の事業所、業者を使うような方

向になっているというふうに思っております。ただ、特殊なものだとか、そうしたものについて

は、なかなかそうした形にはなっておりませんけれども、できるだけ消費については町内でと、

今回の住宅の改修等の、そういう施策につきましても、町内の業者を使ってやった場合というふ

うなことで、それは十分、職員等も把握し、そうした方向で進めているところでございます。

議 長（森本敏軌） 伊藤議員。

７ 番（伊藤幸男） 次の質問に移りたいと思っています。これは行革と職員待遇の問題との関係もあ

って、その点をちょっと、私の感じるところを述べておきたいと思っているんですが、この間、

先ほども質疑にあったように行革目標ということを達成することに、非常に頑張って取り組んで

おられるわけですが、そのために､いわゆる人件費、職員給与の削減を、なかば最優先にしてい

るような部分、現象が見当たるように、私は感じております。この点は最も容易なやり方でして、

この間、日本の大手企業、大企業なんかが非常に、すぐに不況対策、リストラというと、すぐに

人件費に手をつけるという風習になって、利益のためには何でもするということが世論から大き

な批判を浴びているというふうに思っています。こういう点で非常に類似した点があるというの
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が、私の実感です。この点での認識を、これは町長になりますか、担当課長になりますか、お伺

いしたいと思っています。

議 長（森本敏軌） 太田町長。

町 長（太田貴美） 確かに、そういうとらえ方で映るかというふうに思いますけれども、私としては、

やはりこれだけ財政の厳しい中でお金の使い方をどうしていくかということだろうというふうに

思っております。そうした中で、職員の給与をカットする、これは非常に簡単なことだとおっし

ゃいますけれども、決して簡単なことではなくて、やはり職員の、そうした理解等がなければ、

これとてもできないことですし、今後、行革を進めていく中で、町民の皆さんにも、それぞれ痛

みを分かち合っていただかなければならない。そういう厳しい状況の中で、やはりまずは、我々

からという、そういう思いで、この職員の理解を得る中で、こういう方向をとらせていただいて

まいりました。これもいつまでも、そうした形には、なかなかできない、やはりある意味、きち

んとした整理が必要だというふうに思っておりますけれども、まずは我々から傷みをという、そ

うした思いで職員の給与についても、また、人数の削減についても、町民の皆さんに先駆けて、

まず、みずからという、そうした思いでさせていただいているというところでございます。

確かに、潤沢にある程度のことが進んでいけばですけれども、なかなか収入を生む手だてとい

うものが、即、生まれてまいりませんので、そうした中での非常的な手段だというふうに私自身

は考えております。

議 長（森本敏軌） 伊藤議員。

７ 番（伊藤幸男） 次の、最後になるんですが、時間もありませんので、ちょっと雑な言い方になる

かと思いますけれども、いわゆる職員集団との関係で、非常に大事、特に今、置かれている、与

謝野町が合併をしてから３年を過ぎて、３年半、４年になろうというところに進んできているわ

けで、新しい一からの出発の町なんですね。こういう中で、とりわけ職員集団との関係というの

が理事者にとっても町政推進、まちづくりを推進する上でも非常に重要だというのが、私の認識

です。むしろ、そのことが最もまちづくりの上で重要な課題だというふうに私は思ってます。何

よりも大事なことだと、それは全職員が、いわゆる信頼関係を理事者とともに構築するというこ

とが最大の、私はテーマだと思っておりまして、そういう意味では非常に重要なきずなづくりを、

ぜひ心がけていただきたいというふうに思っています。これは昔から、人は宝、こういうことも

言われたわけで、それは、そういう意味を結局、昔から言ってきたんだろうなということを感じ

ているわけです。逆に言えば、ちょっとひどい言い方になりますけれども、幾らよく働くロボッ

トのような職員では、いい町はできんというふうに私は思っています。ひどい言い方で申しわけ

ないですが、やはりそういうことでは、幾ら仕事ができるといっても、本当にこれからの時代、

適用しないんではないかというように思っているんですね。ですから、職員自身が、職員集団が

知恵を集めて、みずからまちづくりの役割を存分に発揮すると、こういう職員が求められている

というふうに思っています。住民のために働くと、そういう環境を整える、これが大変重要だと

思いますので、この点を十分検討をいただいて、より一層信頼のある職員集団といいますか、い

わゆる庁内の認識を高めていただきたいと思っています。終わります。

議 長（森本敏軌） 太田町長。

町 長（太田貴美） おっしゃることは十分よくわかるわけですけれども、まちづくりの最大のパート
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ナーという意味では、そういう位置づけになろうかと思いますけれども、職員とのきずな、職員

とて住民でございます。そうした意味で住民の方から浮いてしまったんでは、これまた別の問題

が出てくるわけですので、やはり与謝野町の住民の一人として、やはりこの町をよくするために

率先して働いてくれている、そうした原動力になってくれているという、パートナーとしての、

そうした位置づけで考えてまいりたいというふうに思っております。

議 長（森本敏軌） ほかに質疑ありませんか。

勢旗議員。

１ １ 番（勢旗 毅） それでは伊藤議員の方から大半の質問がされましたが、若干お聞きをしておきた

いと思っています。一つは今年の人勧では、いわゆるここ４、５年やってきました給与の構造改

革、これが来年に終わるということで、今年、かなり大幅な引き下げになったと、こういう分も

あろうかと思うんですが、本町の場合、この給与の構造改革について人勧で、これで４年目だと

思うんですけれども、どういうふうな、ことし、あるいは来年、大体こういう格好で、本町の場

合は改革ができると、このように思っていらっしゃいますか、そこのところをお願いします。

議 長（森本敏軌） 大下総務課長。

総務課長（大下 修） 給与構造の改革につきましては、昨年の６月の議会でご提案申し上げまして、

２０年７月から実施をしております。それで、国の方は１７年の人勧で出まして、まだ、その先、

不確定なところがございまして、５年後をめどに見直すというふうな勧告内容だったかなという

ふうに思っております。それで５年後といいますと２２年でございますので、来年あたり、また、

国の方から、そういう勧告が出るのではないかなというふうに考えております。それで与謝野町

は２０年の７月から実施いたしましたので、２１年度も、そのままの状況といいますか、国と同

じ状況でございます。それで２２年度も、今考えておりますのは同じように現給保障をしてとい

うことに考えておりますけれども、ことしの人事院勧告で、その現給保障額も２％引き下げると

いうふうな人勧が出ましたので、その分につきましては２２年の４月から実施すべく今後、条例

改正の提案をお世話なりたいというふうに提案して、ご審議いただきたいというふうに思ってお

ります。

議 長（森本敏軌） 勢旗議員。

１ １ 番（勢旗 毅） もう１点、今年の人勧の中で、いわゆる６５歳定年制の問題が出てきております。

これは全体の流れとしては、私はそういうことに行くと思うんですが、今、本町の場合を見ても、

やはり早期退職がかなりふえていると、こういう実態との乖離があるんではないかと思うんです

が、今後、この辺のことについては、まだ、先になるんですけれども、今年の人勧に、その片り

んが出ているということで、そこのところは、課長、どのようにお考えですか。

議 長（森本敏軌） 大下総務課長。

総務課長（大下 修） 勢旗議員がおっしゃるとおりだと思っておりますが、まず、与謝野町として、そ

の辺の検討を始めたという段階ではございませんでして、今後の課題であろうというふうに考え

ております。

議 長（森本敏軌） 勢旗議員。

１ １ 番（勢旗 毅） それでは、今年の中で、いわゆる超勤手当の支給割合の関係が若干変わるといい

ますか、かなり大きく変わる、こういうふうに思うんですが、私のところの職員の場合、いわゆ
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るこれに該当するほどの超勤をされている職員があるのかどうか、この辺のことはどうでしょう

か。

議 長（森本敏軌） 大下総務課長。

総務課長（大下 修） 該当者があるとすれば、ごく少ないというふうに思っておりますし、２０年度

の実績を見ますと、該当する職員はいないんじゃないかなと思いますけれども、その年に災害が、

その月にあったりして、緊急にといいますか、出なければならないというふうなことがあれば、

６０時間ですから、該当する方もあるかもわかりませんけれども、通常の業務でということには、

あまりないんではないかなというふうに思います。

議 長（森本敏軌） 勢旗議員。

１ １ 番（勢旗 毅） それともう１点だけお尋ねしておきたいと思っておりますのは、今年度の勧告の

中でも臨時職員への処遇の改善といいますか、非正規職員といいますか、こういった分も見られ

るわけですが、実際、賃金面では、この改定によって臨時職員の方には、どういうふうに反映を

されると、あるいは引き下げになるのかどうかわかりませんが、そのところはどうでしょうか。

議 長（森本敏軌） 大下総務課長。

総務課長（大下 修） この人勧の改定によって、臨時職員さんへの時間単価を変更する予定はございま

せん。

議 長（森本敏軌） 勢旗議員。

１ １ 番（勢旗 毅） そうしますと、例えば忌引きでありますとか、人勧でうたわれている、そういう

ことの改善はされると、こういうことでよろしいでしょうか。

議 長（森本敏軌） 大下総務課長。

総務課長（大下 修） 具体的な事例が、ご質問になかって、私ちょっとしっかり承知していないんです

けれども、それは手当の、給与の方については給料表が下がったり、期末勤勉、いわゆるボーナ

ス給が下がりますけれども、それに見合う臨時さんへの、今、支給している分については引き下

げは行わないということでございまして、その他のことについては、まだちょっと検討はしてお

りません。

議 長（森本敏軌） 勢旗議員。

１ １ 番（勢旗 毅） これはまた、別のところで聞かないかんと思っているんですが、いわゆる今、臨

時職員さんが置かれている立場というのは非常に、私は厳しいと、こういうふうに思っておりま

して、国がおっしゃっておるワーキングプアの、それの半分に満たないと、こういう状況をぜひ、

お考えをいただきまして、昨年ですか、お尋ねをしたときには、２１年度でも若干の手直しをす

ると、こういうふうに聞いておったわけですが、ひとつこの部分については下がることがないよ

うにということを今の段階ではお願いしておきたいと思っておりますし、それから、忌引きとか

病気休暇ですね、こういうものについても、私は十分されていると思うんですが、その４０日の

枠内で、その辺についても引き続き拡大に努めていただきたいと、これをお願いして終わります。

議 長（森本敏軌） ほかに質疑ありませんか。

野村議員。

１ 番（野村生八） 町長に質問します。先ほど保障分の１０％について削減を、来年の１月からとい

う総務課長の答弁がありましたので、違いましたか。もう一度そしたら、そこを、先ほどの答弁、
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もう一度ちょっと詳しくお聞きしたいのですが。勢旗議員へ答弁された内容。

議 長（森本敏軌） 大下総務課長。

総務課長（大下 修） ご質問の、ちょっとよくわからないのですけれども。

１ 番（野村生八） ２２年の１月から言われた分。

総務課長（大下 修） 今回の人勧に関して。

１ 番（野村生八） いやいや、前にやったやつの、どういう名前だっけ。

総務課長（大下 修） 現給保障ですか。

１ 番（野村生八） 保障分の。

総務課長（大下 修） 現給保障は、今まで２０年７月から引き続きしておりますので、今後も実施する

と、今回の人勧で現給保障額を２％減額するということが出ておりますので、それは２２年４月

からの実施で今、考えておりまして、また、後ほど提案をさせていただきたいということでござ

います。

議 長（森本敏軌） 野村議員。

１ 番（野村生八） 今の答弁は、私は初めて聞いたので、予定はなかったのですが、質問を町長にさ

せていただきます。そういう形で引き続きいろんな形で職員の給与の削減ということが押し寄せ

てくるという状況にあるだろうと思っています。決算の中で指摘しましたように、現状は与謝野

町の予算に対して、ほぼ２０％ぐらいに、人件費がなってきているわけですね。私は、この率と

いうのは、妥当な率になってきているというふうなことを指摘をしまして、これ以上、むやみに

職員の給与の削減ありきということはふさわしくないという考えを申しまして、町長も一定、そ

ういう数字について配慮する必要があるという答弁をいただいたと思っています。そこで、今回

の人勧に基づく引き下げも含めて、今は３％カットがされているわけですけれども、これについ

て、引き続き３％カットありきということは、これはもうふさわしくないんではないかと思って

います。京都市も今回の引き下げがあるということで、今までしていたカットの率を下げるとい

うことを表明されています。やはりそういう形で全体の職員の給与実態を大切にしながら、今後

はしていく必要があるのではないかと思っていますが、これについては町長、どのようにお考え

でしょうか。

議 長（森本敏軌） 堀口副町長。

副 町 長（堀口卓也） ３％カットのお話が出ました。ことしの人事院勧告に基づく本町の取り組み、対

応につきまして、実は１０月１５日に第１回目、組合の執行部と交渉をいたしております。その

中で執行部の方から、ただいまご質問のございました３％カットの話が出ております。そのとき

に、私の方からお答えをしましたのは、今回の、昨年度と今年度実施をいたしております３％カ

ットにつきましては、従来から町長の、太田町長の在任中のことは自分の責任でお願いできるが、

それ以降のことについては、その立場にないということでありますので、理屈から言えば来年、

２２年度分につきましては、今の段階では、理屈の上では３％カットはないということになろう

かと思いますという答弁はさせてもらっております。

議 長（森本敏軌） 太田町長。

町 長（太田貴美） 今、副町長の方から申しましたけれども、組合との今までのやりとりの中でも

１年ごとの組合との話し合いの中で決めてきたことでございます。ですから、これから先のこと
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については、どういったことになるのか。また、それは改めて一定の見直しが必要だろうという

ふうに思っておりますけれども、今後については、今のところどうというふうに、私の口からは

申し上げられませんが、先ほども申し上げましたように、非常に緊急的な町の財政の悪化の中で

の対応を協力してもらったというふうに考えておりますので、今後につきましては、どうするの

かということについては、何回も申し上げますように、今の段階では申し上げることはできない

というふうに思いますが、見直しが必要だということは確かだというふうに思っております。

１ 番（野村生八） 終わります。

議 長（森本敏軌） ほかに質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

議 長（森本敏軌） 質疑なしと認め、これにて質疑を終結します。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

議 長（森本敏軌） 討論なしと認め、これにて討論を終結します。

これより議案第１４７号を採決します。

本案について、原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（賛成者起立）

議 長（森本敏軌） 起立全員であります。

よって、議案第１４７号 与謝野町職員の給与に関する条例の一部改正については、原案のと

おり可決することに決定しました。

ここで休憩します。５０分再開します。

（休憩 午前１０時３５分）

（再開 午前１０時５０分）

議 長（森本敏軌） 休憩を閉じ、会議を再開します。

次に、日程第７ 議案第１４８号 平成２１年度与謝野町一般会計補正予算（第７号）を議題

とします。

提案理由の説明を求めます。

太田町長。

町 長（太田貴美） 議案第１４８号 平成２１年度与謝野町一般会計補正予算（第７号）について、

ご説明申し上げます。

今回の補正は２億３，０１２万円を追加し、総額を１１８億８，６０７万４，０００円といた

すものでございます。内容は主に８月１０日未明から明け方にかけての集中豪雨により発生しま

した災害復旧に必要な予算を追加させていただいたものでございます。

それでは、まずは歳出について、ご説明申し上げます。１３ページ、１４ページをお開き願い

ます。第９款消防費、第１項消防費、第５目災害対策費では、豪雨災害対策事業で第１１節需用

費で修繕料を１１０万円追加いたしております。これは集中豪雨による災害の応急修繕箇所数が

見込みを上回ったことに伴う追加でございます。第１１款災害復旧費、第１目農業用施設災害復

旧費は総額で２，２０７万５，０００円追加いたしております。農業用施設におきましては、国
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からの補助金を受け復旧する本災害箇所が２カ所、小災害箇所が３９カ所あり、この災害復旧を

実施するため主なものとしては、第１５節工事請負費を１，６６２万６，０００円追加いたして

おります。さらに町単、単独災害箇所が３４カ所あり、これらにつきましては農林業振興事業補

助金の対象として費用の一部に補助金を交付し、支援を行うため第１９節負補交を３２２万

９，０００円追加いたしたものでございます。第２目農地災害復旧費は、総額で１，９６２万

１，０００円追加いたしております。農地につきましては、本災害箇所が７カ所、小災害箇所が

２３カ所あり、主なものとしては第１５節工事請負費を１，３１１万４，０００円追加いたして

おります。町単独災害箇所は６１カ所あり、第１９節負補交で農林業振興事業補助金を５４８万

８，０００円追加いたしております。第３目林業用施設災害復旧費は、総額で１，６１８万

８，０００円追加いたしております。

１５、１６ページの林道災害は本災害箇所が２路線、その他１２路線において小災害箇所があ

り、第１５節工事請負費を８１０万円追加いたしております。第１６節原材料費では４１４万円

追加いたしております。これは林業の災害については、未舗装箇所の林道において被害が拡大し

ていることから、災害未然防止のため地元に材料支給を行い、支援するものでございます。その

ほか町単独災害箇所につきましても、農林業振興事業補助金を交付し、復旧支援をするために第

１９節負補交を３４５万円追加いたしております。被災施設等につきましては、補正予算資料の

７から８ページに掲載しておりますので、参考にしてください。

第３項公共土木施設災害復旧費第１目道路橋梁災害復旧費は総額で２，４０８万６，０００円、

１７ページ、１８ページの第２目河川災害復旧費は総額で１億４，７２９万１，０００円を追加

いたしております。道路橋梁及び河川災害につきましては、道路橋梁で２４カ所、河川で９１カ

所と、大変多くの箇所で被災しており、国の災害認定を受けておりますが、すべてを今年度中に

実施することが困難な状況でございます。そのため生活に密着した道路及び、被害が著しい河川

を最優先とし、今年度、道路で１３カ所、河川で４７カ所を先行して工事を実施するための予算

を今回の補正予算に計上させていただいております。残りの５５カ所につきましても、早期に災

害復旧を実施すべく、来年度当初予算に計上させていただきたいというふうに考えております。

被災施設等につきましては、補正予算資料の９、１０ページに掲載いたしておりますので、参

考にしてください。

次に、歳入についてご説明申し上げます。１１、１２ページをお開き願います。第９款地方交

付税で普通交付税を３，７００万円追加いたしております。第１１款分担金及び負担金、第３目

災害復旧費分担金を４１３万４，０００円追加いたしております。これは農業用施設と農地の災

害復旧に係る地元負担分となり、災害規模等に応じて５％から２５％の負担をお願いするもので

ございます。第１３款国庫支出金、第１０目災害復旧費国庫補助金を１億１，１７８万

６，０００円追加いたしております。内訳は道路橋梁災害復旧事業に１，５３９万８，０００円、

河川災害復旧事業に９，６３８万８，０００円となっております。第１４款府支出金、第１０目

災害復旧費府補助金を９９０万円追加いたしております。農林水産施設災害復旧事業については、

国の補助事業でございますが、間接補助として府補助金とし交付されることとなっており、内訳

は農業用施設災害復旧事業に３０７万８，０００円、農地災害復旧事業に５７９万２，０００円、

林業用施設災害復旧事業に１０３万円となっております。第２０款町債、第９目災害復旧債は農
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林水産施設災害復旧債に１，１６０万円、公共土木施設災害復旧債に５，５７０万円追加いたし

ております。

なお、６ページに第２表、地方債補正を計上し、同額を変更いたしております。以上が、平成

２１年度与謝野町一般会計補正予算（第７号）の概要でございます。

よろしくご審議の上、ご承認いただきますようお願いいたします。

議 長（森本敏軌） これより質疑に入ります。

質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

議 長（森本敏軌） 質疑なしと認め、これにて質疑を終結します。

これより討論に入ります。

討論はありませんか。

（「なし」の声あり）

議 長（森本敏軌） 討論なしと認め、これにて討論を終結します。

これより議案第１４８号を採決します。

本案について、原案のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。

（賛成者起立）

議 長（森本敏軌） 起立全員であります。

よって、議案第１４８号 平成２１年度与謝野町一般会計補正予算（第７号）は、原案のとお

り可決することに決定しました。

以上で、本臨時会の日程はすべて終了しました。

これで第２７回平成２１年１１月臨時会を閉会します。

ご苦労さんでした。

（閉会 午前１１時 １分）
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この会議録の内容が正確であることを証するため、地方自治法第１２３条第項の規定

により署名する。

与謝野町議会 議 長

同 議 員

同 議 員


